
煙道（トンネル状で家の外へ煙を出す）

かまどの基礎部分
（本来はドーム状になっていた）

火をたいた跡

飛
鳥
〜
奈
良
時
代
の
集
落
跡
を
発
見
！

　
「
干
潟
猿
山（
ひ
か
た
さ
る
や
ま
）遺
跡
」で
、
今
か

ら
１
４
０
０
〜
１
３
０
０
年
前（
飛
鳥
〜
奈
良
時
代
）

の
集
落
跡
が
確
認
さ
れ
、
竪
穴
住
居
46
軒
、
掘
立
柱

建
物
17
軒
、
土
坑
71
基
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
須
恵
器
や
土
師
器
を
は
じ
め
、
鉄
製
の
鎌
や
刀
子
、

刻
書
土
器
、
土
製
の
権
な
ど
の
貴
重
な
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｌ
字
形
か
ま
ど
に
は
暖
房
の
役
割
が

　

か
ま
ど
が
見
つ
か
っ
た
住
居
20
軒
の
う
ち
13
軒
で

は
、
特
殊
な「
Ｌ
字
形
か
ま
ど
」を
確
認
。
こ
の「
Ｌ

字
形
か
ま
ど
」は
壁
に
沿
っ
て
煙
道
が
取
り
付
け
ら

れ
、
煙
道
か
ら
伝
わ
る
熱
を
利
用
し
た
暖
房
施
設
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　小郡市が発掘調査を進めている「干潟猿山遺跡」で、
古代の集落跡を発見。Ｌ字形かまどが備わった住居
も確認されました。
　これは、朝鮮半島でみられる「かまど」と共通する
もので、その時代に朝鮮半島と当地域の関わりが考
えられる重要な発見です。
問文化財課☎75-7555

1400～1300年前から
朝鮮半島との関わりが!?

朝鮮半島由来の
Ｌ字形かまどが
確認されました

つこっコ用語解説
◆刀子　小型のナイフ
◆権　　はかりの道具
◆刻書土器
文字を土器の表面に
刻んだ土器
◆官衙
役所の跡
◆官道
当時の国道

〈Ｌ字形かまど〉
　煙道が壁に沿って取
り付く構造で、上から
見るとＬ字になってい
ます。かまどで煮炊き
をした熱をそのまま外
へ出さず、煙道を曲げ
て家の中を通すことで
暖房効果があります。

埋蔵文化財調査センター
イメージキャラクター
つこっコ

イメージ
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Ｌ
字
形
か
ま
ど
発
見
！
の
今
後

　

小
郡
市
・
大
刀
洗
町
で
は
、
古
代
御
原
の
遺
跡

（
上
岩
田
遺
跡
・
小
郡
官
衙
遺
跡
・
下
高
橋
官
衙
遺

跡
）や
そ
れ
ら
の
主
要
施
設
を
結
ぶ
官
道
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
御
原
郡

内
に
あ
っ
た
大
集
落
、
当
時
の「
日
方
郷
」で
暮
ら
し

た
人
々
の
生
活
が
干
潟
遺
跡
群
の
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
干
潟
遺
跡
を
中
心
と
し

た
小
郡
地
域
で
は
、
Ｌ
字
形
か
ま
ど
を
持
つ
住
居
が

多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
渡
来

系
集
団
の
存
在
と
そ
の
役
割
を
、
さ
ら
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

現在の干潟遺跡群は旧「日方郷」
　干潟遺跡群は、花立山の西側に広がる台地の上にあります。遺跡群の
広がりは南北約１㎞、東西約900ｍ、およそ90万㎡で福岡PayPayドーム
13個分です。これまでに、竪穴住居159軒、倉庫などの建物67棟、お墓
139基、ゴミを捨てる大きな穴113基などが見つかっており、1400～
1300年前（飛鳥時代～奈良時代）に、この地に人々が暮らしていたこと
がわかっています。
　現在の小郡市と大刀洗町の大部分は、奈良時代の「御原郡（みはらぐ
ん）」と呼ばれる地域でした。御原郡に４つある大きなムラのひとつが
「日方郷（ひかたごう）」と呼ばれ、現在調査中の干潟遺跡群と考えられま
す。

▲11月13日に開催した現地見学会には、122人が参加しま
した

▲埋蔵文化財調査センターに
ある干潟遺跡の復元模型

奈良時代の小郡市周辺の地図

小郡官衙遺跡
おごおりかんがいせき

上岩田遺跡
かみいわたいせき

竪穴住居

倉
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